
No ページ 項目 事前送付した意見書（案）　資料１ 委員からの意見 修正（案）

1 4 個別意見No1
(被災者の生活再建)

母子父子福祉資金及び寡婦福祉資金貸付制度を紹介している市
ホームページについて、貸付金額や貸付までの日数等を詳細に
掲載するなど分かりやすく改善する必要がある。

掲載の改善をうったえる内容は理解できるが、簡潔にまとめた方
がよい。

【朱書き部分修正】
母子父子福祉資金及び寡婦福祉資金貸付制度について、貸付内
容の詳細も含め分かりやすく市ホームページで紹介する必要があ
る。

事前送付した意見書（案）のとおり

2 4 個別意見No5
(被災者の生活再建)

学生の地元就職を～ 教育を受ける者の呼び方として、小学校の「児童」、中学校・高等
学校の「生徒」、大学の「学生」が一般的だと思います。そのため、
この部分では、主として高校生と大学生を対象とすると考え、「学
生」を「学生や生徒」に代えてはどうでしょうか。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇学生・生徒の地元就職を～

3 4 個別意見No8
(被災者の生活再建)

災害時要援護者登録者数はますます増えていくと思われることか
ら、要援護者が安全に避難できる支援体制を強化する必要があ
る。

八戸市では要援護者（対象者）の考え方が狭義のものとなってい
ることが否めない。（※例えば、日本語が不得意な外国人、病中
自宅療養の方は含まれない）よって、以下のように直してはいか
がか。

参考：八戸市災害時要援護者避難支援プラン　2）対象者の考え
方

【朱書き部分修正】
要援護者および災害時に自力で避難することが困難な人が、安
全に避難できる支援体制を強化する必要がある。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇災害時要援護者や日本語が不得意な外国人など災害時に自
力で避難することが困難な人が、安全に避難できるよう支援体制
を強化する必要がある。

※４つの基本方向（1.被災者の生活再建）に同様の記載あり

4 2
基本方向意見
被災者の生活再建

8行目　～学生の地元就職 教育を受ける者の呼び方として、小学校の「児童」、中学校・高等
学校の「生徒」、大学の「学生」が一般的だと思います。そのため、
この部分では、主として高校生と大学生を対象とすると考え、「学
生」を「学生や生徒」に代えてはどうでしょうか。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇～学生・生徒の地元就職

5 5 個別意見No21
(地域経済の再興)

中心市街地の集客力向上のため、自家用車による来街者への
サービス向上につながる施策に取り組む必要がある。

わかりやすい表現にしてはどうか。

【朱書き部分修正】
中心市街地の集客力向上のため、マイカー利用者が利用しやす
い駐車場の整備に取り組む必要がある。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇中心市街地の集客力向上のため、マイカー利用者へのサービ
ス向上につながる施策に取り組む必要がある。

※４つの基本方向（2.地域経済の再興）に同様の記載あり

6 2
基本方向意見
地域経済の再興

3行目～4行目
強靭な水産業を構築するため

【朱書き部分修正】
強靭な産業として構築するため

委員ご指摘のとおり修正

〇強靭な産業として構築するため

7 6 個別意見No28
(都市基盤の再建)

段差やブロック舗装の剥がれなどが散見される市街地の歩道に
ついて、避難時に安全に利用できるよう適切な維持管理に取り組
む必要がある。

わかりやすい表現にしてはどうか。

【朱書き部分修正】
市街地の歩道に、段差やブロック舗装の剥がれなどが散見される
ことから、避難時の安全を確保できるよう適切な維持管理に取り
組む必要がある。

委員ご指摘のとおり修正

〇市街地の歩道に、段差やブロック舗装の剥がれなどが散見され
ることから、避難時の安全を確保できるよう適切な維持管理に取
り組む必要がある。

8 6 個別意見No35
(都市基盤の再建)

はっち・マチニワ間を往来する歩行者の道路横断の実態を踏ま
え、関係機関と協議の上、適切な安全対策を講じる必要がある。
（平成30年度からの継続意見）

通行量調査の折にカウント実施して担当課として検討材料といて
取り上げてくれているので今回は意見として出していない。必要な
いのでは

事前送付した意見書（案）のとおり

9 3
基本方向意見
都市基盤の再建

4行目～5行目
老朽化対策や歩道の

【朱書き部分修正】
老朽化対策や歩道等の

委員ご指摘のとおり修正

〇老朽化対策や歩道等の
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10 7
個別意見No42
個別意見No43
(防災力の強化)

42. 火の取扱いに関する知識や経験が少ない子どもが増えてきて
いることから、二次災害への備えのためにも、学校や家庭生活で
火についての教育に取り組む必要がある。

43. 児童・生徒への防災教育は、避け難い被災に対する強靭な心
を育むとともに、地域の防災力向上にもつながることから、継続し
て取り組む必要がある。

同じような意見内容と感じます。一つにまとめてもいいのでは
　
43を核に火に対する防災意識を持たせる文言を付け加えたらい
いのでは

事前送付した意見書（案）のとおり

11 7 個別意見No46
(防災力の強化)

将来の災害に備え、震災の体験や記憶の風化防止に取り組む必
要がある。

体験を話せる人が少なくなっている現在風化防止の言葉と共に伝
えていく(伝承)という言葉を使ってもいいのでは。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇将来の災害に備え、震災の体験や記憶の伝承・風化防止に取
り組む必要がある。

12 8 個別意見No53
(防災力の強化)

長根公園駐車場の有料化については、長根公園の利用が地域ス
ポーツの振興によるまちの活力創出につながるという視点から、
早急に駐車料金のあり方を検討し市民に周知する必要がある。

言葉を変えてニュアンスは残して表現したほうがいい。
市民は有料化に対しては疑問や意見をたくさん持っていると思う
ので、「早急に」を「市民に理解をしてもらいながら」というニュアン
スの表現にしてはどうか。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇長根公園駐車場の有料化については、長根公園の利用が地域
スポーツの振興によるまちの活力創出につながるという視点か
ら、市民の理解を得ながら、早急に駐車料金のあり方を検討し周
知する必要がある。

13 3
基本方向意見
防災力の強化

4行目～9行目
防災体制の強化については、防災ノートの更なる活用や火につい
ての教育を実施するなど、小・中学生への防災教育の充実を図る
とともに、通学路における危険箇所の再点検、賞味期限の近い防
災備蓄食品を有効活用する方法の検討、フリーWi-Fi（公衆無線
LAN）の全市的な整備、八戸市公開地理情報システムや防災タウ
ンページの活用促進、事業所における事業継続計画（BCP）の策
定や防災訓練の実施率向上、市民一人ひとりの自助・共助意識
の醸成、震災記憶の風化防止に取り組む必要がある。

続く文章が少し長いと感じます。

【朱書き部分修正】
防災体制の強化については、防災ノートの更なる活用や火につい
ての教育を実施するなど、小・中学生への防災教育の充実を図る
とともに、通学路における危険箇所の再点検を進める必要があ
る。さらに、賞味期限の近い防災備蓄食品を有効活用する方法の
検討、フリーWi-Fi（公衆無線LAN）の全市的な整備、八戸市公開
地理情報システムや防災タウンページの活用促進、事業所にお
ける事業継続計画（BCP）の策定や防災訓練の実施率向上等を
進め、市民一人ひとりの自助・共助意識の醸成、震災記憶の風化
防止に取り組む必要がある。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇防災体制の強化については、防災ノートの更なる活用や火につ
いての教育を実施するなど、小・中学生への防災教育の充実を図
るとともに、通学路における危険箇所の再点検を進める必要があ
る。また、フリーWi-Fi（公衆無線LAN）の全市的な整備や八戸市公
開地理情報システム等の活用促進、防災備蓄食品の有効活用、
事業所における事業継続計画（BCP）の策定や防災訓練の実施
率向上、市民一人ひとりの自助・共助意識の醸成、震災記憶の風
化防止に取り組む必要がある。

14 3
基本方向意見
防災力の強化

9行目（下から6行目）
～震災記憶の風化防止に取り組むこと。

体験を話せる人が少なくなっている現在風化防止の言葉と共に伝
えていく(伝承)という言葉を使ってもいいのでは。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇震災記憶の伝承・風化防止

15 1 総括意見

11行目　～学生の地元就職 教育を受ける者の呼び方として、小学校の「児童」、中学校・高等
学校の「生徒」、大学の「学生」が一般的だと思います。そのため、
この部分では、主として高校生と大学生を対象とすると考え、「学
生」を「学生や生徒」に代えてはどうでしょうか。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇学生・生徒の地元就職を～

16 1 総括意見

13行目～14行目
「地域経済の再興」については、人手不足などにも対応できる強
靭な産業の構築に向けた

「水産業の再興」に関連したコメントであれば、水産業を主語として
入れたほうがいいと思います。

【朱書き部分修正】
「地域経済の再興」については、水産業を人手不足などにも対応
できる強靭な産業として構築するため

事前送付した意見書（案）のとおり

17 1 総括意見

21行目（下から12行目）
老朽化対策や歩道の

少し幅広の表現がより良いかと思います。

【朱書き部分修正】
老朽化対策や歩道等の

委員ご指摘のとおり修正

〇老朽化対策や歩道等の
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18 1 総括意見

26行目（下から7行目）
～震災記憶の風化防止に取り組むこと。

体験を話せる人が少なくなっている現在風化防止の言葉と共に伝
えていく(伝承)という言葉を使ってもいいのでは。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

〇震災記憶の伝承・風化防止

コンセプトとして、1つの文章に同じ文言を使わない。わかりやすい
表現を心掛ける。 あくまでも総括意見であるため、詳細は個別意
見に委ねる。 修飾語は外しても良いのではないか。

委員ご指摘を踏まえ以下のとおり修正

(1)5行目
～現在の市民のみならず将来の市民のためという考えのもと、

(1)
削除

(1)
削除

(2)9行目
～次の取組を確実に推進し、復興まちづくりを進めていただきた
い。

(2)
～次の取組を確実に推進していただきたい。

(2)
〇～次の取組を確実に推進していただきたい。

(3)10行目～
1.「被災者の生活再建」については、求職者の希望に沿った多様
な働き方ができる職場環境の構築への取り組みや学生の地元就
職を促進する施策を強化するとともに、被災者の心身の健康支援
に関する事業や医療体制の充実に継続して取り組むこと。

(3)
1.「被災者の生活再建」については、求職者が多様な働き方がで
きる職場環境の構築や学生の地元就職促進強化、被災者の心身
の健康支援や医療体制の充実に継続して取り組むこと。

(3)
〇1.「被災者の生活再建」については、求職者の希望に沿った多
様な働き方ができる職場環境の構築や学生・生徒の地元就職を
促進する施策の強化、被災者の心身の健康支援に関する事業や
医療体制の充実に継続して取り組むこと。

(4)19行目～
3.「都市基盤の再建」については、八戸港港湾計画改訂の働きか
けや地域経済の活性化が期待できる広域的な道路ネットワークの
早期整備を図るとともに、インフラの老朽化対策や歩道の適切な
維持管理、港湾・河川の継続的な整備に取り組むこと。

(4)
3.「都市基盤の再建」については、八戸港港湾計画改訂への働き
かけや広域的な道路ネットワークの早期整備を図るとともに、イン
フラの老朽化対策や歩道の適切な維持管理、港湾・河川の継続
的な整備に取り組むこと。

(4)
〇3.「都市基盤の再建」については、八戸港港湾計画改訂への働
きかけや広域的な道路ネットワークの早期整備を図るとともに、イ
ンフラの老朽化対策や歩道等の適切な維持管理、港湾・河川の
継続的な整備に取り組むこと。

(5)22行目～
4.「防災力の強化」については、八戸圏域８市町村国土強靭化地
域計画に基づく事前防災対策に継続して取り組むとともに、小・中
学生への防災教育の充実や通学路の安全確保、賞味期限の近
い防災備蓄食品の有効活用、八戸市公開地理情報システムや防
災タウンページの活用促進、事業所における事業継続計画
（BCP）策定や防災訓練の実施率向上、市民一人ひとりの自助・
共助意識の醸成、震災記憶の風化防止に取り組むこと。

(5)
4.「防災力の強化」については、小・中学生への防災教育の充実
や通学路の安全確保、防災備蓄食品の有効活用、防災情報シス
テム等の活用と促進、事業所における事業継続計画（BCP）策定
や防災訓練の実施率向上、市民一人ひとりの防災意識の醸成、
震災記憶の風化防止とともに、八戸圏域８市町村国土強靭化地
域計画に基づく事前防災対策に継続して取り組むこと。

(5)
〇4.「防災力の強化」については、小・中学生への防災教育の充
実や通学路の安全確保、事業所における事業継続計画（BCP）策
定や防災訓練の実施率向上、市民一人ひとりの自助・共助意識
の醸成、震災記憶の伝承・風化防止に取り組むとともに、防災備
蓄食品の有効活用や八戸市公開地理情報システム等の活用促
進を図るほか、八戸圏域８市町村国土強靭化地域計画に基づく
事前防災対策を継続すること。

19 1 総括意見
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